
生活学校について
私たちは50年以上の歴史をもつ新生活運動の流れと成果を受け継ぎつつ。各地域で生
活者優先の社会をめざした活動をしてきました。身近な生活課題を解決するために、地
域の人達が集まり、話し合い、学び合い、できることから行動していくことが大切である
と考えての活動です。
アルミ缶のリサイクル、再生紙トイレットペーパーの利用などを主体的に推進し、近年は
レジ袋削減のためのマイバッグ推奨運動、食品ロス削減に力を注いできました。
時代が変わり、ＳＤＧｓ推進と言葉は変わっても、自分たちができる環境問題の解決の努
力を続けていきます。
自分たちの住む地域を大事に、よりよくしていくことを原点にしています。

大田区生活学校連絡協議会の活動
現在の大田区連協の活動は、それぞれの生活学校での活動、学習とともに、健康な生活
を送るヒントを合同研修のテーマとして取り上げてきました。2023年度は、指ヨガ（講師
宮本よしかさん）を一般参加の区民の方と一緒に、体験しました。
両手の指は身体のそれぞれの部分につながり、指をマッサージすることで体の不調を改
善していくことができます。有意義な体験の時間を過ごしました。
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私たちと一緒に活動をしませんか。私たちと一緒に活動をしませんか。

　戦後の混乱期に食の安全、くらしの安心を求めて主婦たちが企業や行政に配給の不良マッチの改善を求める
活動を始めたのが消費者運動の始まりとの事です。
　大田区でも消費者センターと消費者団体を設置する構想が区から出され、当時の消費者団体の協力で「大田
区消費者の会」が結成され、大田区立生活センターが開設されました。
　その後、消費者運動を取り組む団体やグループが1995年に「大田区消費者団体連絡協議会」を設立し、現在、
自主グループから生協など規模の大きな団体まで15団体が登録して活動をしております。身近な消費生活に関
わる課題に取り組み、安心・安全なくらしと消費者の権利を守るため、団体相互の交流、連携をはかるとともに意
見や要望を企業・行政などに反映させて行くことを目的とし、幅広い活動を展開しています。ご一緒に活動しませ
んか。
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◆年一回の総会、毎月第一月曜日の定例会、役員会も定例で開催
◆毎年、大田区生活展を大田区立消費者生活センターとの共催で企画・運営
◆各団体・グループの研究発表会
◆研修会、講演会、情報交換、啓発活動、大田区の各委員会、審議会への委員の派遣
　他の消費者団体との協働事業
◆広報紙「消費の輪」発行
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代表　　　　村川茂治
副代表　　　大澤千恵子
書記　　　　酒井敦子
書記　　　　増田瑠美
会計　　　　高橋啓子
会計監査　　松尾美恵
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大田区生活学校連絡協議会
大田母親連絡会
大田ネットワーク
こくみん共済COOP　あかねの会
おもちゃ病院・大田
パルシステム東京大田連絡会　あけぼの会
コープみらい　虹の会
まち丼・マンション生活研究会
新日本婦人の会大田支部
大田地域活動栄養士会(N.A.O)
城南保健生活協同組合
一般社団法人　おおた助っ人
23区南生活クラブ生協・まち大田
大田区パソコン同好会
住むコト
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